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審 査 結 果 の 要 旨 
脳室内出血 (IVH) は早産児の脳障害の代表的な疾患である. 重度 IVH については, 神経学的予
後を悪化させることや, MRI や拡散テンソル画像 (DTI) の研究では大脳や小脳に悪影響を与えるこ
とが報告されている. 一方で軽度 IVH については予後に関して不明なことが多く, 画像研究でも
早産児の脳に与える影響については明らかにされていない. 
申請者は, NICU に入院し, 退院前に 拡散テンソル画像 (DTI) を撮影した在胎週 30 週未満の軽
度 IVH 20 例 (IVH 群) と IVH のない 22 例 (No IVH 群) の合計 42 例に対して, tractography 法
で 運動路, 感覚路, 上小脳脚, 中小脳脚の神経線維を描出し, それらの fractional anisotropy (FA) 値， 
apparent diffusion coefficient (ADC) 値の左右の平均を IVH 群と No IVH 群で比較検討した. さらに
在胎  26 週未満と  26 週以上のグループに分け , 各々のグループでも同様に比較検討した . 
tractography 法による神経線維の描出の停止基準は FA 値 0.15 とし, 得られた FA, ADC 値を 
Welch’s t test で比較検討し, p 値 0.05 未満を統計学的有意とした. 
全症例を対象とした場合, FA 値の有意な低下は IVH 群の上小脳脚 (p = 0.00001), 運動路 (p = 
0.002) で認めた. 26 週未満のグループでは FA の有意な低下は上小脳脚 (p = 0.00003), 運動路 (p = 
0.005) で認め, ADC 値の有意な上昇は上小脳脚 (p = 0.02) , 中小脳脚 (p = 0.02) で認めた. 26週以上
のグループでは, FA 値の有意な低下は上小脳脚 (p = 0.01) のみで認めた. 
上小脳脚は軽度 IVH によって最も障害を受けることを示した. IVH によって脳脊髄液に漏出し
た血液中のヘモジデリンが, 小脳表面や第４脳室壁に沈着しそれらの微細構造を破壊することが知
られている. 上小脳脚は第４脳室近傍に存在するため, 他の神経線維よりもヘモジデリンの影響を
受けやすいと考えられる. また, より早く出生した早産児の白質ほど IVH に対して脆弱であるこ
とを示した. 未熟性の強い早産児の白質は, 軽度 IVH であっても障害を受けやすい事が考えられ
る. また tractography 法を用いることで, より鋭敏に評価できることを示した. 過去の DTI による
研究では, 軽度 IVH は大脳, 小脳には影響を与えないという結果であったが, それは ROI 法で解
析されていた. ROI 法は神経線維の限られた部位しか解析できないが, tractography 法では神経線維
全体を解析できるため, より鋭敏に評価できたと考えられる. 
以上が本論文の要旨であるが，これまで報告がなかった, 軽度 IVH が早産児の脳へ与える影響
について明らかにした点で, 医学上価値ある研究と認める． 
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